
山
國
の
星
滿
開
の
雛
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
「
山
国
の
」
と
聞
け
ば
、
ま
ず
高
濱
虚
子
の
「
山
国
の
蝶
を
荒

し
と
思
は
ず
や
」
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
虚
子
の
句
日
記

に
よ
れ
ば
、
戦
時
中
に
小
諸
に
疎
開
し
た
昭
和
二
十
年
五
月
十
四

日
の
作
。
そ
こ
は
浅
間
山
の
麓
の
民
家
で
あ
っ
た
。

　
湘
子
の
句
は
昭
和
五
十
四
年
の
作
。
日
本
ア
ル
プ
ス
や
安
曇
野

へ
も
よ
く
通
っ
て
い
た
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
こ
の
頃
、
高
濱
虚

子
や
高
野
素
十
の
俳
句
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
山
国
の
」
で
一
拍
置
い
て
「
星
満
開
」
。
読
者
が
、
花
で
は

な
く
星
で
も
満
開
と
表
現
で
き
る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
た
瞬
間
に

「
雛
ま
つ
り
」
の
下
五
。
な
る
ほ
ど
、
室
内
で
は
緋
毛
氈
に
飾
ら

れ
た
雛
壇
と
「
桃
満
開
」
の
映
像
が
広
が
る
。

１
９
７
９
年
（s54

作
）
第
五
句
集
『
春
祭
』
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